


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































石川惠子・他著（2004）『日本語 2 nd ステップ［改訂版］』白帝社
石川惠子・他編著（2008）『日本語 3 rd ステップ』白帝社
佐藤秀夫監修（1982）『地域教育資料集 1　北海道用尋常小学読本』文化評論社
文化外国語専門学校編（2006）『楽しく読もうⅠ』凡人社
通信教育部論集　第15号（2012年 8 月）
─　　─70
『北海道用尋常小学読本』の文章（『地域教育資料 1』より）
※入力の都合により踊り字等一部修正
　
　
　
第
一
課
　 我
國
に
ハ
、
神
社
数
多
あ
れ
ど
も
、
我
等
國
民
の
最
も
尊
み
敬
ふ
べ
き
は
、
伊
勢
神
宮
な
り
。
　 伊
勢
神
宮
ハ
、
我
皇
室
の
御
先
祖
な
る
、
天
照
大
神
を
ま
つ
れ
る
所
に
し
て
、
伊
勢
の
國
、
度
會
郡
、
五
十
鈴
川
の
ほ
と
り
に
あ
り
。
　 神
殿
ハ
、
昔
よ
り
其
さ
ま
を
か
へ
ず
、
屋
根
は
か
や
ぶ
き
に
し
て
、
む
ね
に
は
、
千
木
と
云
ふ
二
本
の
丸
木
を
、
打
違
へ
た
る
も
の
あ
り
。
宮
の
ま
は
り
に
は
、
玉
垣
を
め
ぐ
ら
し
、
大
い
な
る
杉
の
木
し
ん
し
ん
と
生
ひ
茂
れ
り
。
　 そ
も
そ
も
天
照
大
神
は
、
始
め
て
穀
物
を
植
ゑ
、
又
蚕
よ
り
糸
を
と
る
こ
と
を
、
教
へ
た
ま
ひ
し
大
神
に
ま
し
ま
せ
ば
、
我
等
が
今
日
、
不
自
由
な
く
楽
し
く
く
ら
す
も
と
は
此
大
神
の
賜
な
り
。
　 さ
れ
ば
伊
勢
神
宮
ハ
、
我
等
國
民
の
最
も
尊
み
敬
ふ
べ
き
と
こ
ろ
に
し
て
、
伊
勢
参
宮
と
て
年
々
各
地
よ
り
來
り
拜
す
る
者
極
め
て
多
し
。
　
　
　
第
二
課
　 人
の
世
爾
立
ち
、
安
ら
か
に
生
を
送
ら
ん
に
ハ
、
先
づ
生
計
の
道
を
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
生
計
の
道
に
は
種
々
あ
れ
ど
も
、
そ
の
身
に
か
な
ふ
と
こ
ろ
の
職
業
を
江
ら
び
、
正
實
に
勉
め
は
げ
む
を
肝
要
と
す
。
　 汝
等
、
學
校
の
往
返
、
又
ハ
遊
歩
の
折
な
ど
に
は
、
常
に
人
々
の
は
た
ら
き
居
る
、
有
様
を
見
る
こ
と
あ
ら
ん
。
　 農
夫
は
、
す
き
、
く
は
な
ど
を
た
づ
さ
へ
て
、
田
畑
爾
穀
物
野
菜
を
作
る
、
之
を
農
業
と
云
ふ
。
漁
夫
は
河
海
に
釣
を
た
れ
、
網
を
於
ろ
し
て
、
魚
類
を
漁
り
、
又
ハ
海
藻
類
を
と
る
、
之
を
漁
業
と
云
ふ
。
商
人
は
、
呉
服
、
荒
物
、
穀
物
、
魚
類
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
日
用
の
品
を
え
ら
び
、
之
を
店
頭
に
な
ら
べ
、
又
ハ
之
を
持
ち
歩
き
て
商
ふ
、
之
を
商
業
と
云
ふ
。
職
人
に
は
、
は
さ
み
は
う
ち
ゃ
う
を
造
る
か
ぢ
あ
り
、
家
を
建
つ
る
大
工
あ
り
、
か
べ
を
塗
る
左
官
あ
り
、
糸
類
を
染
む
る
染
工
あ
り
、
是
等
の
職
を
工
業
と
云
ふ
。
右
の
如
き
農
業
、
漁
業
、
商
業
、
工
業
等
を
實
業
と
云
ふ
。
其
他
一
方
に
は
官
吏
、
軍
人
、
医
者
、
学
者
あ
り
、
一
方
に
は
湯
屋
、
理
髪
師
等
の
雑
業
あ
り
て
、
一
々
数
ふ
る
爾
い
と
ま
あ
ら
ず
。
　 か
く
の
如
く
、
職
業
に
は
種
々
の
別
あ
れ
ど
も
み
な
勤
む
れ
ば
業
く
は
し
く
し
て
家
さ
か
え
、
怠
れ
ば
業
つ
た
な
く
し
て
家
衰
ふ
。
さ
れ
ば
汝
等
幼
き
時
よ
り
勉
強
の
徳
を
養
ひ
、
身
分
と
才
能
と
を
計
り
て
職
業
を
え
ら
ぶ
こ
と
肝
要
な
り
。
